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議員は当たり前に思うことも… リハーサルで不安になった

サポート議員がいて安心した「通告書」って何？

町 民町 民 のの 議 員 体 験議 員 体 験
高森町高森町  初初



23

一般会計基金（積立）と町債（借金）の年度末残高

会計区分
特別会計 企業会計

国民健康保険 後期高齢者
医療 介護保険 地域開発事業 農業集落

排水事業
公共下水道

事業 水道事業

歳入（収益） 10億8571万円 2億2800万円 16億8308万円 7900万円 1億2647万円 ５億2479万円 ３億3252万円
前年度

比較増減 1918万円 1587万円 665万円 ▼1億4505万円 ▼5693万円 108万円 2224万円

歳出（費用） 10億7547万円 2億2731万円 15億539万円 6747万円 9711万円 ４億9152万円 ２億3889万円
前年度

比較増減 2603万円 1550万円 5390万円 ▼1億3835万円 ▼5616万円 1023万円 1544万円

差引残高 1024万円 69万円 1億7769万円 1152万円 2936万円 3327万円 9363万円
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23.2

61.4町債

基金

基金総額 26億3838万円　　9447万円増額
一般会計

財政調整基金 9億4927万円
減債基金 1億1704万円
公共施設等整備更新基金 7億2828万円
ふるさと元気づくり基金 4億3184万円
地域福祉基金 2787万円
発電設備管理基金 170万円
ケーブルテレビ放送施設基金 6232万円
地方創生寄付活用基金 626万円

特別会計
国民健康保険財政調整基金 1億4574万円
介護保険支払準備基金 1億6806万円
地域開発基金 6724円

町民の皆さんの税金が、どのように使われたのか。
また、町の財政状況（借金・貯金など）の主なポイントをわかりやすくまとめました。

〜令和７年度 決算報告〜町の財政を見える化
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歳入90億4684万円

町税
15億8942万円
町税
15億8942万円
町民税・固定資産税など

繰越金
6億6176万円
繰越金
6億6176万円
令和6年度より

寄付金
4億9997万円
寄付金
4億9997万円
ふるさと元気づくり
寄付金など

繰入金
2億3900万円
繰入金
2億3900万円
各種基金から

国庫支出金
13億4520万円
国庫支出金
13億4520万円
国からの補助金

町債
8億450万円
町債
8億450万円
国や銀行から借りる
お金

県支出金
4億7482万円
県支出金
4億7482万円
県からの補助金など

地方消費税交付金
3億5267万円
地方消費税交付金
3億5267万円

その他
4億364万円
その他
4億364万円
使用料・手数料・財産収入金など

その他 1億7617万円その他 1億7617万円 地方譲与税・地方特例交付金など地方譲与税・地方特例交付金など

地方交付税
24億9968万円
地方交付税
24億9968万円
行政格差の解消のため
国から交付されるお金

自主財源
38％

依存財源
62％

自主財源
38％

依存財源
62％

歳出81億9977万円

民生費
22億4184万円
民生費
22億4184万円

総務費
16億4413万円
総務費
16億4413万円

教育費
7億362万円
教育費
7億362万円衛生費

4億8094万円
衛生費
4億8094万円

土木費 9億1248万円土木費 9億1248万円

公債費 5億2258万円公債費 5億2258万円

農林水産費 4億1219万円農林水産費 4億1219万円

消防費 2億6040万円消防費 2億6040万円

その他 8027万円その他 8027万円

商工費 9億4132万円商工費 9億4132万円

基幹系システム管理事業
1億1794万円

町立温泉施設の改修
整備事業／繰越
7億7354万円

町民研修センター森の家
管理事業／繰越
１億1697万円

※グラフや表は、四捨五入により総額が一致しないことがあります※グラフや表は、四捨五入により総額が一致しないことがあります

（和地 記）

下伊那郡北部５町村　令和７年度決算の財政状況など
項　　目 松川町 高森町 喬木村 豊丘村 大鹿村

人　口（R８.1.1住民基本台帳） 12,307 人 12,520 人 5,787 人 6,456 人 854人
世帯数（R８.1.1住民基本台帳） 4,857 世帯 4,662 世帯 2,151 世帯 2,262 世帯 458世帯
面　　　積 72.79㎢ 45.36㎢ 66.61㎢ 76.79㎢ 248.28㎢
65歳以上の人口割合

（R8.１.１住民基本台帳） 34.8% 32.2% 36.8% 34.0% 44.4%

令和７年度
普通会計歳出決算額

１人当たり 72 万円 65万円 90万円 90万円 296万円
決算総額 88 億 3481万円 81億 9977万円 51億 8876万円 58億 1419万円 25億 2657万円

普通会計収入額に占める、
地方交付税の割合 33.9% 27.6% 41.4% 30.9% 53.7%

標準財政規模 47 億 5708万円 43億 5718万円 28億 4142万円 31億 1661万円 15億 358万円
財政力指数 0.391 0.425 0.247 0.307 0.149
経常収支比率 77.5% 84.0% 80.5% 77.3% 79.6%
実質公債費比率 8.7% 7.2% 7.4% 11.4% 3.9%
将来負担比率 ― 18.8% ― ― ―

※将来負担比率「 ー 」は将来負担額より充当可能な財源が多いことを表す

財政力を見る４つのポイント

財政力指数　 0.425（前年度比較  0.004増）
予算のうち、自前の税収でどのくらい賄えているか

指数が高いほど財政力が強い

実質公債費比率　 7.2%（前年度比較  1.1％減）
一般会計が負担する借金返済費用の割合
数値が高いほど他の事業を圧迫する

経常収支比率　 84.0%（前年度比較  0.2%減）
税等経常的収入の中に、人件費等経常的経費が占める割合

数値が低いほど他の事業に使える

将来負担比率　 18.8%（前年度比較  8.2%減）
将来の支払負担の重み

議決結果

基基金金：１億330万円増額　　町：１億330万円増額　　町債債：３億319万円増額：３億319万円増額



Ｑ

Ｑ
A

A

221万円

予算額以上に要望があった場合
は断ることになるのか。

空いている部屋が多いが、町は
入居を増やす施策を考えているか。

ビリンジャーの隊員は現在、
何人いるのか。

決算額が減少した理由は、地域の受け皿が
なく補助希望が少ないということか。
また、同じ地域の補助申請が続いているのか。

どのような相談が
あるのか。

5 4

衛生費	
地球温暖化防止推進事業

教育費　「自分らしい学び」応援事業

土木費	
町営住宅管理事業

農林水産業費	
緑のまちづくり事業

農林水産業費	
私有林整備支援事業
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町の決算概要
はこちら

総務費	
ＳＮＳ管理運営事業

有効登録者約3,200名。目標は5,300名。令和７年度は500人増の目標に対して400人程の
増であった。

町内の方の登録が少ない。
町内の登録をどう増やすか
検討している。

民生費	
包括的相談支援事業

総務費	
男女共同参画促進事業

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ 女性がまちづくり全体・社会に 
参加する取り組みの進め方は？

生活困窮相談、一人暮らし高齢者
の方のゴミ出しなど生活の相談も
ある。

仮に超えた場合には、国の交付金の追加交
付要望の調整や町単独の財源も確認しなが
ら、対応できる方法を柔軟に検討したい。

新規入居者の受け入れは止めている。 
今後の町営住宅のあり方について検討
段階である。入居募集の停止は解消しな
ければいけないとの認識は持っている。 
今後も引き続き検討していく。

多い時で25名が登録されていたが現在
は9名。

ここ数年の実績推移をみても大きな増減はない。
地域で行う補助制度では、維持管理３回までは補助を
しており、地域は合計４回補助を受けられる。補助決
定する際に町としては５年間の整備をお願いしている。

各種審議会委員の数や管理職の数、議会議員の女
性割合などが指標になることが多い。家事全般と
社会参加の両輪でやっていく。

子どもたちへのアプローチも必要。他自治体
の事業も参考にして。

A

A

A

A

A

A

要望

議 員 間 討 議

議 員 間 討 議

議 員 間 討 議
528万円

3036万円

73万円

204万円

83万円

271万円

51万円

竹林整備をする「ビリンジャー」の皆さん

高
森
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公式LINEの現在の登録者数は？町民の登録が重要と思うが。

令和11年度の目標が7,000人だ
が、このペースでは目標に達し
ないのでは。

（佐々木・本島・木村 記）

不登校は誰にでも起こり得るもの。学校へ行くことだけを目標とするので
はなく、一人ひとりに応じた多様な学びの機会や環境を保障することが重
要。

広報の仕方でもっと参加者が
増えるのでは。

時短料理講座などを通じた啓発が行わ
れているが、男女共同参画の本来の目
的を考えたとき、十分なのか。

学校や職場では固定的な役割意識が変
化してきている一方、地域組織ではま
だ変化していない部分がある。

現状では会員も、活動に参加で
きる人も少ない。
同組織の活動や目的が詳しくわ
かれば入会希望者も増えるので
は。

多様な学びを選択できる環境づくりについて検討し、国の制度や家庭教育 
支援チームなどの仕組みを、町としてどのように活用できるかについて 
検討する必要がある。

担任は不登校の児童生徒だけを担当しているわけではなく、クラス全体の
子どもたちへの対応も必要である。不登校支援を学校の日常業務だけで抱
えることには限界がある。

学校・教育委員会・福祉関係部署・こども家庭関係機関・地域・支援団体
などをつなぐ「総合的な調整役（人）と相談窓口（人）を明確にすること」が
重要。

「この地域に生まれたら地域の学校へ行くことが当たり前」という固定観
念を見直し、子ども自身が学び方や進路を選択できる環境を整える必要が
ある。

会員や活動をもっと広げるの
か、縮小または解散して別の竹
林対策を考えるのか。

子どもの頃から性別の固定観念にとら
われず、自分自身の生き方を選択でき
る環境をつくることが重要。

今回の事業を評価するにあたり、議員
が学び、計画の内容や目的を理解した
うえで議論する必要がある。

もっと情報発信を。町内外の人、
若者にSNSへの投稿をしてみ
ては。

家庭が「何を支援してほしいのか」を自治体が十分に把握できていないの
ではないか。保護者が追い詰められる前から相談できる体制が必要。

町では加配教員を多く配置している。こうした人的資源をどのように活用
し、学校・行政・関係団体が役割分担をしながら支援していくかが重要。

登録はこちらから
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農林水産業費	
有害鳥獣駆除等事業

商工費	
観光振興事業

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ

クマの放獣の際、発信機を付ける
ことはできないのか。

ゾーニングの計画はどのくらい 
進んでいるのか。 課題は何か。

緩衝帯をもっと幅広くできないか。

「カヌーのまち」として町
内の看板に掲示しており観
光に関わる。 今後、産業課
として観光という視点でカ
ヌーをどう考えるか。

実態としては麻酔銃をうち、捕獲場所から遠く
に逃がしている。クマには耳標を付けるが発信
機は付けてはいない。研究したい。

ツキノワグマゾーニング案を作成している。 
現在、県の審議会に案を投げ、指摘事項、修正
点を直している状態。今後それぞれの関係者に
協力いただくことが必要になる。

防護柵が途切れている箇所や河川を移動する個
体への対策を行うことも考える。

カヌーを使った観光振興としての検討は
できていない現状である。今後は、カヌー
を含めてスポーツが観光にどう結びつく
のか検討を進めていきたい。

A A

A

A

1742万円

2062万円

中
学
生
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製
し
た
の
ぼ
り
旗

議 員 間 討 議

①観光協会への予算確保と人的配置の増員

②核となる町内の観光資源とは

教育費	
山吹ほたるパーク周辺施設維持管理事業

Ｑ

Ｑ

Ｑ

サッカー場と屋内運動場の稼働率、および町民の利用率は？

人工芝張り替えに備えて、基金への積み立
てはしているか。

ほたるパークの経済的効果はあるか。

稼働率
サッカー場　稼働日数291日/開館317日　91.80％
屋内運動場　稼働日数165日/開館317日　52.05％
町民の利用率
サッカー場　町内団体数146件/予約総数454件　32.16％
屋内運動場　町内団体数 74件/予約総数207件　35.75％

公共施設等整備更新基金がある。町施設の更新などにおい
て町の支出に充てるための基金である。

具体的な経済効果の数値は出せないが、土日の多くの利用者数を見ても、周辺地域に一定の経済的効果を
もたらしていると考えている。

A

A

A

2489万円

山吹ほたるパーク
（長野県フットボールセンター）

意　見　書
意見書が産業建設委員会より１件提出され、委員会内での協議を経て本会議で採択されました。

今年５月に開催された「長野県水道協議会定期総会・下水道協会の定期総会」にて、
国の支援を求める「意見書」を各市町村議会から提出してほしいとの要望を受けたものです。

議会が地域公益のために国・県へ意見を提出

内　容
１　上下水道施設の老朽化対策や耐震化に対する予算の必要額の確保
２　専門的業務を担う技術職員の確保及び技術継承と人材育成への支援
３　広域化・広域連携に向けた取組への支援の充実と補助対象の拡充
　　（地方自治法第99条の規定により意見書を提出）

提出先
衆議院議長　　参議院議長　　内閣総理大臣　　総務大臣　　財務大臣　　国土交通大臣

「上下水道事業の老朽化対策・耐震化と
経営基盤強化に向けた支援を求める意見書」の提出

採 択採 択

（佐々木・本島・木村 記）

★ ゾーニングってなに？
　　場所、空間を目的別に分けること

★「ツキノワグマゾーニング」とは？
　　人の暮らす場所とクマが生息する場所を 
　　分けること

町内には観光資源となる場所がある。その
資源を生かして観光につなげるためには情
報の収集や発信をしていく人材が必要。

これまでの事業を継承し、情報発信も利用
して新たな観光策を開発する。
そのために推進できる人材がなくては。

人的配置や職員の増員は必要。

観光の形が変わった。昔と今の違いを研究
しないと。

民泊と繋げていく方策もある。

情報発信をしてくれる人は必要。

観光の中心になる場所（ポイント）が必要。
今はコレというものがない。

町内以外の場所を参考にすることも必要だ。

「農業」に関しては「体験をする」ことも観光。

現在、町内にあるものを資源として、繋げる
方策が必要だ。資源となるものとして景色、
山林、竹林、果物にも注目を。
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（佐々木 記）

歳入の主な増額：地方特別交付金916万円
　　　　　　　　地方交付税8139万円
　　　　　　　　県支出金1739万円／繰越金3億2909万円
　　　　　減額：繰入金１億円／町債950万円

歳出の主な増額：	総務費１億3030万円／教育費3137万円
　　　　　　　　農林水産業費698万円／予備費１億7187万円
　　　　　減額：衛生費1727万円

教育費
国民スポーツ大会開催事業� 1697万円増額

国民スポーツ大会のカヌーコースの現地測量結果な
どを踏まえて工事費に競技施設整備費補助金などを
追加するものです。

条例改正
高森町ケーブルテレビ放送施設の設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例について

曖昧な規定や、すでに終了した事業内容を削除する
ため改正を行うものです。
使用する月、解約する月の使用料を日数分で日割計
算にて支払うことに改めます。100円未満の端

は す う
数は

切り捨てになります。
平成28年4月1日以降の廃
止者を対象に過納分に相当
する額を支払います。

教育委員会委員の任命について

新　任　北
きた

原
はら

 幹
もと

久
ひさ

 氏  （上市田）
任　期　令和８年10月１日から令和12年９月30日まで

任期満了に伴い新たな委員を任命するものです。

人事案件

三　浦　喜久夫
　　　　災害時 未加入者の安否確認は
15

福　沢　嘉　言
　　　　町の百年の計 農業法人設立を
11

木　下　香　乃
　　　　全町民参加の避難訓練実施は
10

佐々木　宣　之
　　　　「田んぼダム」を普及・推進
13

一般質問

一般質問は年４回開かれる「定例会」で、議員が執行機関（町長・教育長等）に町政運営全般にわたり、事務の状況
や今後の方向性に対する疑問点を質問し説明を求めることで町政の姿勢を明確にするなどの目的があります。
質問権は全議員に認められています。� ９月定例会では９名の議員が行いました。

本　島　未　来
　　　　町有財産と事務事業を一体的に
12

物価高騰への対応や豪雨被害の復旧のため、国や県の補助金を活用した補正予算が可決されました。

 令和８年度一般会計補正予算 　　2666万円増額

第第２２回　回　８月臨時会８月臨時会　８　８月月３３日日

水道料金の減免を９月まで延長！豪雨被害の町道復旧にも2007万円補正予算

（仮称）高森町地域交流センター
改築工事債務負担行為�　17億4900万円

【契約先】神稲建設株式会社� （飯田市）

中学生の通学バス（マイクロバス）の更新
�  859万円

【契約先】有限会社サイジョウ（山吹）

契約の締結 財産の取得

齋　藤　　　天
　　　　歴史を深く学ぶことは重要では
14

木　村　典　雄
　　　　災害予防重視のまちづくりを
16

河　合　隆　俊
　　　　派遣職員の経験を受援訓練へ
17

原　　　敏　明
　　　　聴力検査の改善は
18

一般質問の原稿は質問した議員自身
が内容を要約してお伝えします。
議事録は準備が整いしだい町ホーム
ページに掲載します。

（木下 香・久保田 記）

◇基金１億円を
　繰越金に追加

◇財政が健全な状態

補 正 予 算 総額85億638万円令和８年度
一般会計

３億3186万円増額

現福祉センター改築へ 通学バス更新へ

❶水道基本料金の減免を
　９月まで延長

❷豪雨で崩落した
　町道を復旧

町
道
２
０
８
号
線（
南
小
学
校
東
側
）

の
復
旧
箇
所

所

南小学校

下市田保育園

復旧箇所
（町道208号線）

６月の台風７号・８号
豪雨で崩落した、南小
学校東側の町道208号
線（通称：羽根坂）の
復旧工事を行います。
道路災害復旧事業に
2007万円を追加しま
す。

国の地方創生臨時交付
金を活用し、水道事業
会計へ883万円を繰り
出します。

現在８月請求分までとしている
水道基本料金の減免を１か月延
長し、物価高騰による町民負担
を軽減します。

昭和48年建設：解体は令和９年１月完了昭和48年建設：解体は令和９年１月完了予定予定

高森町総合福祉センター条例を廃止する条例について�
福祉センター改築に伴い、現福祉センターは取り壊しになるため
現行条例を廃止するものです。

条例廃止

議員名
久
保
田

和
地

佐
々
木

木
下（
香
）

木
村

本
島

齋
藤

河
合 原 福

沢
岩
口

市
川

三
浦

木
下（
啓
）

結果

賛否 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決
※議長は賛否同数の場合のみ議長採決となり、賛否を表明します

討  

論

福祉機能が果たせなくなるのでは。
福祉の名前がなくなってしまうと困る。

反対

解体し新しく建設する。
新しい条例が出される予定である。 賛成
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

全町民参加の避難訓練実施は町の百年の計 農業法人設立を
共助のあり方を検討する必要はあるどのような形態がいいか研究したい 総務課長町 長

防災士会による避難所開設体験豊かな農地と景観 10 年後は？（撮影日 令和 8 年 8 月 31 日）

木
きのした

下　香
こ う の

乃福
ふくざわ

沢　嘉
よしのぶ

言

　
今
後
発
生
が
予
測
さ
れ
る

大
規
模
災
害
時
に
多
く
の
命

を
守
る
た
め
、
備
え
て
お
く

べ
き
こ
と
に
つ
い
て
質
問
す

る
。

▽
質
問

　
防
災
士
会
主
催
の
避
難
所

開
設
訓
練
に
、
よ
り
多
く
の

女
性
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

小
中
学
校
・
認
定
こ
ど
も

園・保
育
園
で
行
う
考
え
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長 

  

今
の
と
こ
ろ
当
町
で
の
訓

練
予
定
は
な
い
が
、
学
区
単

位
で
の
訓
練
を
研
究
し
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
践
を
重

ね
て
い
く
。

▽
質
問

　
避
難
所
開
設
以
降
の
詳
細

な
計
画
は
。

総
務
課
長

　
飯
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

に
地
区
の
防
災
講
演
や
支
援

を
行
う
防
災
対
策
支
援
業
務

を
委
託
し
て
い
る
が
、
災
害

時
に
お
け
る
避
難
所
開
設
・

初
期
の
運
営
は
地
域
住
民
が

主
体
と
な
る
。
防
災
士
会
の

協
力
を
得
て
計
画
の
実
効
性

を
高
め
て
い
く
。

▽
質
問

　
全
町
民
参
加
型
の
災
害
訓

練
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長

　
防
災
に
お
い
て
共
助
の
あ

り
方
は
自
治
会
加
入
・
未
加

入
に
関
わ
ら
ず
検
討
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
一
方
災

害
時
、
共
助
の
点
で
自
治
会

加
入
が
大
き
な
安
心
、
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
町
民

に
伝
え
て
い
く
。

▽
質
問

  

小
中
学
校
・
保
育
園
・
認

定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
避

難
訓
練
で
保
護
者
が
迎
え
に

来
ら
れ
な
い
場
合
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

  

小
中
学
校
の
防
災
計
画
、

ま
た
保
育
園
等
に
お
い
て
、

保
護
者
等
が
迎
え
に
来
る
ま

で
学
校
・
保
育
園
等
で
預
か

る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

▽
質
問

　
学
校
な
ど
で
預
か
っ
た
場

合
、
学
校
・
保
育
園
に
備
蓄

は
ど
の
程
度
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
統
一
的
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。

▽
質
問

  

大
規
模
災
害
直
後
に
メ
ー

ル
・
ア
プ
リ
・
電
話
な
ど
が

使
用
で
き
な
い
場
合
、
保
護

者
と
の
連
絡
手
段
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
総
合
防
災
訓
練
で
行
っ
て

い
る
安
否
確
認
の
ツ
ー
ル
・

ル
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、
地
域

防
災
組
織
を
通
じ
て
防
災
無

線
な
ど
で
情
報
を
町
に
寄
せ

て
い
た
だ
く
。

▽
質
問

　
小
中
学
校
に
お
け
る
防
災

教
育
に
お
い
て
、
登
下
校
中

に
被
災
し
た
場
合
な
ど
、
状

況
に
応
じ
た
避
難
に
つ
い
て

児
童
自
身
に
考
え
さ
せ
る
教

育
を
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
登
下
校
中
に
被
災
し
た
場

合
と
い
っ
た
具
体
的
な
訓
練

は
現
在
行
っ
て
い
な
い
が
、

防
災
訓
練
を
知
ら
せ
ず
に
実

施
す
る
抜
き
打
ち
訓
練
を
実

施
し
「
自
分
た
ち
で
考
え

る
」
そ
う
い
う
場
を
つ
く
る

訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　
国
の
農
業
基
盤
強
化
促
進

法
に
よ
り
当
町
も
地
域
計
画

に
取
組
ん
で
い
る
が
、
現
状

の
ま
ま
で
は
10
年
後
の
予
定

耕
作
者
を
記
入
す
る
目
標
地

図
の
作
成
は
困
難
で
あ
り
、

農
業
対
策
を
真
剣
に
な
っ
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

▽
質
問

　
最
初
に
、
現
状
に
つ
い
て

質
問
す
る
。
農
林
業
セ
ン
サ

ス
の
調
査
間
隔
で
あ
る
５
年

前
と
比
べ
、
耕
地
面
積
・
農

業
経
営
体
・
遊
休
農
地
は
ど

う
変
化
し
た
か
。
ま
た
担
い

手
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

産
業
課
長

　
耕
地
面
積
は
５
６
０‌

ｈａ
か

ら
５
０
５‌

ｈａ
へ
、
農
業
経
営

体
数
は
６
５
４
か
ら
５
５
２

へ
減
少
、
遊
休
農
地
は
30‌

ｈａ

か
ら
35‌

ｈａ
へ
と
増
加
し
て
い

る
。
担
い
手
数
は
90
か
ら

１
１
０
へ
、
耕
作
面
積
は

１
５
０‌

ｈａ
か
ら
１
８
８‌

ｈａ
へ

増
加
し
て
い
る
。

▽
質
問

　
担
い
手
の
年
齢
構
成
や
後

継
者
の
状
況
は
把
握
し
て
い

な
い
と
の
こ
と
な
の
で
10
年

後
も
こ
の
状
態
が
維
持
拡
大

さ
れ
る
か
見
通
せ
な
い
。
ま

た
、
当
町
の
農
業
経
営
体
の

51‌

%
は
70
歳
以
上
、
更
に

80‌

%
は
後
継
者
が
い
な
い
状

況
だ
。
今
回
、
地
域
計
画
を

作
成
し
た
優
良
農
地
の
15
箇

所
の
状
況
は
ど
う
か
。

産
業
課
長

　
全
町
の
６
割
が
対
象
地
で

あ
る
が
、
現
状
の
耕
作
者
に

よ
る
色
塗
り
に
な
っ
て
お
り

10
年
後
の
予
定
耕
作
者
を
示

し
た
地
図
と
は
言
い
が
た

い
。

▽
質
問

　
町
長
は
、
令
和
６
年
９
月

定
例
会
で
北
沢
幸
保
議
員
の

町
長

　
法
人
化
は
必
要
だ
と
思
う

が
、
意
思
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
く
れ
る
人
が
い
る
か
が

難
し
い
と
こ
ろ
だ
。

▽
質
問

　
近
年
、
農
作
業
す
る
こ
と

で
ス
ト
レ
ス
軽
減
効
果
（
ア

グ
リ
ヒ
ー
リ
ン
グ
）
が
証
明

さ
れ
た
。
ス
ト
レ
ス
解
消
の

質
問
に
「
農
業
者
の
担
い
手

を
育
て
る
こ
と
を
行
政
は

や
っ
て
こ
な
か
っ
た
、
議
会

も
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
」
と

答
弁
さ
れ
て
い
る
。
問
題
を

認
識
し
つ
つ
も
成
り
行
き
任

せ
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
町
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長

　
農
業
経
営
体
が
育
た
な
い

の
は
担
い
手
育
成
が
で
き
て

い
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。
ま

た
、
優
良
農
地
は
優
良
開
発

地
で
も
あ
り
、
農
地
以
外
の

利
用
を
希
望
す
る
農
家
も
い

る
こ
と
を
感
じ
る
。

▽
質
問

　
優
良
農
地
は
原
則
転
用
は

で
き
な
い
。
そ
こ
で
町
が
主

体
と
な
っ
て
Ｊ
Ａ
や
農
業
委

員
会
担
い
手
も
交
え
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用

し
農
業
法
人
を
設
立
し
て
町

の
農
業
を
守
る
べ
き
だ
。
そ

し
て
、
次
世
代
の
担
い
手
を

育
成
す
る
機
関
と
し
た
ら
ど

う
か
。

た
め
の
福
利
厚
生
事
業
や
農

福
連
携
事
業
な
ど
農
業
に
は

派
生
事
業
も
期
待
で
き
、
町

の
百
年
の
計
と
し
て
、
多
面

的
機
能
を
持
つ
農
地
を
守
る

農
業
法
人
を
設
立
す
べ
き

だ
。町

長

　
ど
の
よ
う
な
形
態
が
い
い

の
か
研
究
し
て
み
た
い
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

町有財産と事務事業を一体的に
逆の視点の管理は十分できていない地域との合意形成ができていない 総務課長

本
もとじま

島　未
み ら い

来佐
さ さ き

々木宣
のぶゆき

之

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
使
う
た
め
に
は
、

町
が
保
有
す
る
施
設
や
土
地

を
「
維
持
す
る
こ
と
」
を
前

提
と
せ
ず
、
町
民
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
価
値
を
生
み
出

し
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
維
持
管
理
費
や
将
来
の
改

修
費
、
利
用
状
況
な
ど
を
把

握
し
、
保
有
・
用
途
変
更
・

複
合
化
・
民
間
活
用
・
貸

付
・
売
却
・
廃
止
な
ど
を
比

較
し
て
判
断
す
る
町
有
財
産

を
「
持
つ
行
政
」
か
ら
「
活

か
す
行
政
」
に
向
け
「
資
産

経
営
」
の
考
え
方
を
町
に
問

い
ま
し
た
。

▽
質
問

　
町
有
財
産
を
ど
の
よ
う
な

　
近
年
、
ダ
ム
や
堤
防
だ
け

に
頼
ら
な
い
広
範
囲
の
治
水

と
し
て
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
へ

の
取
り
組
み
が
全
国
で
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。
防
災
・

水
資
源
保
全
の
観
点
か
ら
町

の
考
え
を
伺
う
。

▽
質
問

　
水
田
の
貯
水
機
能
を
最
大

限
に
活
用
で
き
洪
水
被
害
の

軽
減
も
期
待
で
き
る
「
田
ん

ぼ
ダ
ム
」
を
普
及
・
推
進
す

る
こ
と
に
対
し
当
町
の
考
え

は
。町

長

　
国
は
「
流
域
治
水
」
を
推

奨
し
て
い
る
。
天
竜
川
で
は

河
道
掘
削
や
拡
幅
、
堤
防
・

砂
防
堰え
ん
て
い堤

の
整
備
で
治
水
を

進
め
て
き
た
。
こ
の
流
域
全

基
本
理
念
と
方
針
で
管
理
・

利
活
用
を
図
っ
て
い
く
の

か
。町

長

　
高
森
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
や
個
別
施
設
計
画

に
基
づ
き
、
施
設
の
重
要

性
・
有
効
性
・
特
質
性
、
利

用
状
況
、
劣
化
状
況
、
維
持

管
理
コ
ス
ト
な
ど
を
評
価
し

て
い
る
。
次
の
改
訂
に
向
け

て
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
様
々
な
視
点
を
取
り

入
れ
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

▽
質
問

　
防
災
・
福
祉
・
教
育
・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
な
ど
を
多

角
的
に
可
視
化
・
評
価
す
る

仕
組
み
は
。

総
務
課
長

　
施
設
評
価
に
お
い
て
法
律

上
の
義
務
、
町
民
生
活
へ
の

影
響
、
施
策
の
実
現
、
避
難

所
と
し
て
の
役
割
、
利
用
者

数
、
収
益
性
、
公
共
性
、
歴

史
・
文
化
、
代
替
性
、
住
民

体
で
の
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
の

取
り
組
み
に
は
低
コ
ス
ト
で

導
入
で
き
る
利
点
も
あ
る

が
、
課
題
も
あ
る
。
住
民
の

理
解
と
下
流
域
の
地
域
と
の

治
水
に
対
す
る
合
意
形
成
が

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
あ

る
。
ま
た
、
個
々
の
農
家
へ

の
管
理
負
担
や
、
作
物
へ
の

悪
影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
た

め
、
現
在
は
進
ん
で
い
な

い
。
検
討
の
有
無
を
含
め
て

今
後
、
考
え
て
い
き
た
い
。

▽
質
問

　
知
識
共
有
や
周
知
と
な
る

講
演
会
・
研
修
会
を
設
け
る

考
え
は
。

総
務
課
長

　
講
演
会
な
ど
啓
発
す
る
機

会
は
初
め
の
一
歩
で
あ
る
。

住
民
・
関
係
機
関
と
も
連
携

し
た
「
流
域
治
水
」
の
知
識

共
有
の
機
会
に
つ
い
て
当
町

に
適
し
た
取
り
組
み
を
研
究

し
意
識
啓
発
に
繋
げ
た
い
。

▽
質
問

　
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
整
備
に

関
係
す
る
支
援
は
。

要
望
な
ど
の
評
価
を
行
っ
て

お
り
防
災
・
福
祉
・
教
育
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
も

評
価
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
計
画
策
定
時
か
ら
期
間
を

経
て
お
り
、
こ
の
見
直
し
は

随
時
行
う
べ
き
も
の
。

▽
質
問

　
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
施
設
の

交
流
人
口
や
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
を
含
め
た
客
観
的

な
デ
ー
タ
分
析
は
。

産
業
課
長

　
施
設
ご
と
の
利
用
者
数
は

把
握
し
て
い
る
が
、
施
設
が

生
み
出
し
た
交
流
人
口
や
経

済
効
果
を
町
で
計
る
こ
と
は

困
難
。
県
の
観
光
地
利
用
者

統
計
や
、
内
閣
府
の
地
域
経

済
分
析
シ
ス
テ
ム
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｓ
」
な
ど
を
活
用
し
、
南

信
州
観
光
公
社
に
よ
る
分
析

結
果
を
参
考
に
し
て
い
る
。

▽
質
問

　
町
有
財
産
と
事
務
事
業
を

一
体
的
に
評
価
す
る
仕
組
み

へ
の
整
備
の
考
え
は
。

産
業
課
長

　
水
田
の
畔
や
排
水
溝
の
取

り
換
え
、
水
路
の
整
備
な
ど

必
要
に
な
る
。
水す
い
と
う稲

の
生

育
、
収
量
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
関
連

す
る
整
備
に
は
「
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
」
の
枠
組
み

内
で
の
補
助
は
可
能
と
思
う

が
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
目
的
の

支
援
は
な
い
。

▽
質
問

　
農
産
物
へ
の
付
加
価
値
や

農
業
者
の
利
点
は
。

産
業
課
長

　

大
変
重
要
な
視
点
で
あ

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
近
隣
の
上
伊
那
地

域
で
は
展
開
し
て
い
る
。
し

か
し
、
お
米
は
全
国
自
治
体

の
返
礼
品
と
し
て
扱
わ
れ
て

お
り
、
価
格
競
争
が
激
化
し

て
い
る
品
目
で
も
あ
る
。
こ

の
付
加
価
値
を
消
費
に
繋
げ

ら
れ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

前
向
き
に
調
査
研
究
を
進
め

た
い
。

総
務
課
長

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ベ
ー
ス

と
な
る
個
別
施
設
計
画
の
改

訂
を
今
年
度
か
ら
行
う
。

　
各
課
で
施
設
の
必
要
性
を

検
討
し
て
い
る
も
の
の
、
事

業
を
進
め
る
上
で
「
ど
の
施

設
が
必
要
な
の
か
」
と
い
う

▽
質
問

　
近
年
の
気
候
変
動
か
ら
地

下
水
の
保
全
に
関
し
て
、
当

町
で
の
「
冬と
う
き季

湛た
ん
す
い水

」
に
対

す
る
考
え
は
。

産
業
課
長

　
「
冬
季
湛
水
」は
飯
島
町・

安
曇
野
市
で
も
実
施
し
て
い

る
。
環
境
保
全
型
農
業
で
地

逆
の
視
点
ま
で
含
め
た
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
、
現
状
で
は
十

分
に
行
え
て
い
な
い
。

　
総
務
課
な
ど
が
全
体
調
整

を
行
い
「
町
有
資
産
と
し
て

一
括
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

仕
組
み
」を
研
究
し
て
い
く
。

下
水
位
の
上
昇
も
確
認
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
時

間
増
や
反
収
の
減
少
、
雑
草

繁
茂
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
当
町
で
は
冬
季
の
渇
水

や
地
形
的
・
地
質
的
に
も
湛

水
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
考
え
る
。

「田んぼダム」を普及・推進

「持つ行政」から「活かす行政」へ貯水機能が期待される水田

町 長
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歴史を深く学ぶことは重要では
国・日本人の未来を切開く上で重要教育長

齋
さいとう

藤　天
ひろし

　
平
和
へ
の
か
け
は
し
使
節

団
長
と
し
て
8
月
6
日
の
広

島
平
和
記
念
式
典
に
参
列
し

た
。
団
員
の
小
中
学
生
か
ら

「
教
科
書
で
は
学
べ
な
い
こ

と
を
学
び
た
い
」
の
声
が
多

数
あ
っ
た
。
公
文
書
な
ど
一

次
資
料
（
当
時
の
原
資
料
）

で
問
う
。

▽
質
問

　
明
治
維
新
か
ら
原
爆
投
下

ま
で
を
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

超
え
て
学
び
語
り
合
う
こ
と

は
重
要
で
は
。

教
育
長

　
日
本
や
日
本
人
の
未
来
を

切
り
開
く
上
で
重
要
だ
と
考

え
る
。
学
校
教
育
に
加
え
、

資
料
館
・
平
和
の
バ
ス
な
ど

で
歴
史
に
向
き
合
う
機
会
を

保
障
し
た
い
。

▽
質
問

　
歴
史
教
科
書
の
選
定
基
準
は
。

教
育
長

　
文
部
科
学
省
の
検
定
合
格

本
か
ら
、
採
択
地
区
協
議
会

（
近
隣
町
村
の
共
同
選
定
組

織
）
の
結
果
で
採
択
。
町
独

自
の
基
準
は
な
い
。

▽
質
問

　
日
本
建
国
の
記
載
が
な
い

教
科
書
を
選
ん
だ
の
は
な
ぜ

か
。教

育
長

　
建
国
時
期
に
諸
説
あ
り
、

「
評
価
の
定
ま
っ
た
史
料
を

用
い
る
」
と
の
検
定
基
準
が

関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
古
事
記
・
日
本
書
紀
は

重
要
史
料
で
掲
載
し
て
い

る
。

▽
質
問

　
１
９
４
１
年
の
宣
戦
、
45

年
の
終
戦
の
詔
書
（
天
皇
の

公
式
文
書
）
を
学
ぶ
べ
き
で

は
。教

育
長

　
開
戦
の
経
緯
は
教
科
書
で

理
解
で
き
る
。
終
戦
の
詔
書

そ
の
も
の
を
扱
う
授
業
は
ほ

ぼ
な
く
、
玉
音
放
送
の
音
声

な
ど
を
活
用
し
て
い
る
。
史

料
の
選
択
は
教
科
担
任
に
委

ね
る
。

▽
質
問

　
１
９
４
３
年
の
大
東
亜
共

同
宣
言
や
原
爆
投
下
の
国
際

法
違
反
を
教
え
て
い
る
か
。

教
育
長

　
い
ず
れ
も
肯
定
・
否
定
の

見
解
が
併
存
し
て
い
る
。
多

様
な
国
籍
の
児
童
や
生
徒
に

配
慮
し
、
自
ら
考
え
る
授
業

を
工
夫
し
て
い
る
。

▽
質
問

　
杉
原
千ち

畝う
ね
ら
偉
人
と
さ
れ

る
日
本
人
を
知
る
こ
と
も
重

要
で
は
。

教
育
長

　

中
学
の
歴
史
で
杉
原
千

畝
・
樋
口
季
一
郎
を
、
小
6

の
道
徳
で
杉
原
千
畝
を
扱
っ

て
い
る
。

▽
質
問

　
教
科
書
は
自
虐
史
観
（
自

国
の
歴
史
を
否
定
的
に
捉
え

る
見
方
）
的
で
、
教
育
基
本

法
第
2
条
第
5
号
（
国
と
郷

土
を
愛
す
る
態
度
）
に
反
す

る
の
で
は
。

教
育
長

　
見
解
を
述
べ
る
立
場
に
な

い
。
た
だ
「
郷
土
愛
や
国
を

愛
す
る
心
」
を
育
む
こ
と
は

大
切
。
地
域
人
材
教
育
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

▽
質
問

　
使
節
団
へ
の
情
報
が
少
な

い
。
多
角
的
に
史
実
を
知
り

議
論
す
る
場
が
必
要
で
は
。

教
育
長

　
役
立
つ
一
方
、
広
島
の
地

に
立
つ
か
ら
こ
そ
感
じ
取
れ

る
も
の
が
あ
る
。

子どもたちが志を立て 世界に貢献する大人に育つ学びを

三
み う ら

浦喜
き く お

久夫

　
地
震
総
合
防
災
訓
練
は
、

自
治
会
単
位
で
行
っ
て
い
る

が
、
未
加
入
世
帯
に
は
訓
練

の
情
報
が
届
き
に
く
く
訓
練

機
会
を
失
う
こ
と
に
も
な

る
。
す
べ
て
の
町
民
が
訓
練

に
参
加
し
、
防
災
の
知
識
を

習
得
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
未

加
入
世
帯
が
増
え
る
中
、
安

否
確
認
の
手
法
も
検
討
す
る

必
要
性
を
感
じ
る
。

▽
質
問

　
自
治
会
未
加
入
者
の
訓
練

案
内
や
参
加
に
つ
い
て
、
町

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。総

務
課
長

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
震

度
６
弱
を
想
定
し
、
発
災
後

の
自
助
の
訓
練
、
共
助
の
訓

練
を
、
防
災
行
政
無
線
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
な

ど
で
全
町
民
に
呼
び
か
け
て

い
る
。
共
助
の
訓
練
は
、
自

治
会
が
中
心
で
、
町
民
の
一

部
が
参
加
と
い
う
こ
と
は
否

め
な
い
が
、
少
な
く
と
も
自

助
の
訓
練
に
つ
い
て
は
、
全

町
民
が
行
う
訓
練
と
い
う
位

置
づ
け
で
あ
る
。

▽
質
問

　

加
入
者
の
訓
練
は
自
治

会
、
未
加
入
者
の
訓
練
は
町

主
導
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

町
長

　
加
入
し
て
い
な
い
人
を
対

象
に
す
る
と
「
災
害
時
は
町

が
対
応
し
て
く
れ
る
」「
町

が
面
倒
を
見
て
く
れ
る
」
と

い
う
よ
う
な
誤
解
を
与
え
か

ね
な
い
。
結
果
と
し
て
、
共

助
の
力
を
弱
め
て
し
ま
う
。

自
治
会
を
遠
ざ
け
る
要
因
に

も
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
未

加
入
世
帯
を
対
象
と
し
た
町

主
導
の
防
災
訓
練
は
検
討
し

て
い
な
い
。

▽
質
問

　

防
災
士
会
に
協
力
を
願

い
、
避
難
所
運
営
体
験
会
を

町
主
体
で
や
っ
て
み
て
は
ど

う
か
。

総
務
課
長

　
避
難
所
に
来
た
方
す
べ
て

が
支
え
る
側
で
あ
り
支
え
ら

れ
る
側
で
あ
る
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
を
体
験
し
て
お
く
こ

と
は
大
変
重
要
か
と
思
う
。

避
難
所
開
設
・
運
営
体
験
会

に
つ
い
て
、
防
災
士
会
の
皆

さ
ん
と
相
談
し
実
施
も
研
究

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

▽
質
問

　
未
加
入
者
の
安
否
を
ど
の

よ
う
に
取
る
の
か
。

町
長

　
区
長
会
で
、
顔
見
知
り
の

近
所
の
方
や
、
未
加
入
者
で

あ
っ
て
も
以
前
ま
で
加
入
さ

れ
て
い
た
高
齢
者
な
ど
、
自

治
会
で
対
応
で
き
る
範
囲
で

あ
れ
ば
、
安
否
を
確
認
し
て

み
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
回

の
防
災
訓
練
で
、
各
自
治
組

織
の
判
断
に
よ
り
、
実
施
し

て
い
た
だ
く
。
最
終
的
に
安

否
確
認
で
一
番
困
る
の
は
、

被
災
さ
れ
た
方
は
徐
々
に
わ

か
っ
て
い
く
が
、
安
全
だ
っ

た
未
加
入
の
方
の
連
絡
を
ど

う
も
ら
え
る
か
課
題
と
な
る
。

▽
質
問

　
災
害
時
限
定
の
地
域
連
絡

カ
ー
ド
登
録
制
度
の
整
備
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
平
時
の
個
人
情
報
管
理
、

災
害
が
起
き
た
時
、
誰
に
、

ど
の
よ
う
な
情
報
を
提
供
す

る
の
か
、
登
録
し
た
方
の
安

否
を
自
治
会
長
が
ど
う
確
認

す
る
の
か
、
デ
ジ
タ
ル
の
活

用
も
含
め
町
の
実
情
を
考

え
、
十
分
に
検
討
す
る
必
要

は
あ
る
。

災害時 未加入者の安否確認は

町民体育館で行われた簡易テント組み立て体験（令和７年９月）

各自治組織の判断により実施する町 長
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

災害予防重視のまちづくりを
国へ要望もし財源確保をしたい

木
き む ら

村　典
み ち お

雄

　
防
災
の
中
で
も
災
害
予
防

や
減
災
を
重
視
す
る
観
点
で

質
問
を
す
る
。

▽
質
問

  

町
が
事
業
計
画
を
作
成
す

る
時
、
ハ
ー
ド
面
の
災
害
予

防
対
策
の
有
無
に
つ
い
て
基

準
を
設
け
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長  

　
地
域
防
災
計
画
や
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
の
整
合
を
図
り

な
が
ら
、
災
害
リ
ス
ク
を
確

認
し
、
そ
の
施
設
に
必
要
な

防
災
・
減
災
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

▽
質
問

  

山
吹
保
育
園
と
北
小
学
校

は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
中

に
あ
る
。
山
吹
保
育
園
の
改

修
計
画
で
災
害
対
策
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
土
砂
災
害
対
策
は
ま
だ
決

定
し
て
い
な
い
。
耐
震
診
断

の
結
果
、
敷
地
の
様
子
、
ま

た
警
戒
区
域
の
指
定
状
況
な

ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
傾

斜
計
の
設
置
な
ど
必
要
な
対

策
を
検
討
し
た
い
。

▽
質
問

　
や
す
ら
ぎ
荘
は
老
朽
化
を

抱
え
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

の
中
に
あ
り
な
が
ら
福
祉
避

難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
改
修
計
画
が

な
い
。
今
後
、
当
施
設
を
ど

う
考
え
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
課
長

  

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機

能
は
、
今
後
整
備
さ
れ
る

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
や
既
存

施
設
な
ど
に
代
替
が
可
能

で
あ
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
機
能
は
継
続
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
と

考
え
る
。
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
研
究
し

た
い
。

▽
質
問

　
各
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い

る
消
火
栓
付
属
の
ホ
ー
ス
も

消
防
法
に
準
拠
し
た
点
検
や

更
新
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

  

地
区
の
ホ
ー
ス
も
消
防
法

に
基
づ
く
。
各
地
区
で
判
断

し
て
い
る
。
10
年
程
度
の
更

新
目
安
情
報
を
地
域
に
流

し
、
更
新
な
ど
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

▽
質
問

　
ホ
ー
ス
の
製
造
年
を
調
べ

デ
ー
タ
化
す
れ
ば
更
新
の
目

安
も
持
て
る
。
地
区
の
負
担

が
少
な
い
方
法
を
町
か
ら
示

す
こ
と
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

 　

消
防
団
の
方
に
も
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
の

ホ
ー
ス
が
正
し
く
更
新
さ
れ

る
よ
う
に
努
め
る
。

▽
質
問

　
通
学
路
や
住
宅
な
ど
で
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ
る
箇

所
の
把
握
状
況
と
災
害
予
防

対
策
の
考
え
は
。

総
務
課
長

　
通
学
路
は
把
握
し
て
い
な

い
。
住
宅
や
公
共
施
設
な
ど

合
わ
せ
て
６
０
０
弱
あ
る
。

個
別
の
箇
所
へ
の
災
害
対
策

実
施
の
要
否
判
断
の
検
討
に

取
り
組
む
。

▽
質
問

　
減
災
・
災
害
予
防
に
対
し

て
、
町
と
し
て
ど
う
い
う
方

針
を
も
っ
て
い
る
か
。

町
長

　
国
へ
の
要
望
も
し
、
財
源

の
確
保
を
し
て
い
き
た
い
。土砂災害警戒区域にある「やすらぎ荘」

町 長全庁的な受援訓練につなげる総務課長

河
か わ い

合　隆
たかとし

俊

　
近
年
、
大
規
模
な
自
然
災

害
が
相
次
い
で
い
る
。

　
「
自
分
や
家
族
が
避
難
す

る
こ
と
に
な
っ
た
ら
」
と
、

日
頃
か
ら
自
分
事
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
、
災
害
へ
の
備

え
の
第
一
歩
だ
と
感
じ
る
。

▽
質
問　

　
高
森
町
地
域
防
災
計
画
に

は
、
携
帯
ト
イ
レ
や
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
な
ど
、
避
難
生
活

に
必
要
な
資
機
材
の
確
保
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　
熊
本
地
震
で
は
、
物
資
が

あ
っ
て
も
搬
入
・
組
み
立

て
・
設
置
・
運
用
す
る
人
員

の
確
保
が
課
題
と
な
っ
た
。

避
難
所
に
お
け
る
Ｔ
Ｋ
Ｂ

（
ト
イ
レ・キ
ッ
チ
ン・ベ
ッ

ド
）
の
環
境
整
備
と
、
資
機

材
の
運
搬
・
設
置
に
必
要
な

人
員
や
役
割
分
担
は
ど
の
よ

う
に
定
め
て
い
る
か
。

町
長

　
町
職
員
だ
け
で
資
機
材
の

運
搬
・
設
置
や
避
難
所
運
営

を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。　
　

　
消
防
団
・
地
域
住
民
・
施

設
管
理
者
・
協
定
締
結
団
体

な
ど
の
関
係
者
や
、
一
番
頼

り
に
し
て
い
る
他
自
治
体
か

ら
の
応
援
職
員
な
ど
の
役
割

を
明
確
に
し
、
運
営
す
る
体

制
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

▽
質
問

　
大
規
模
災
害
で
は
町
職
員

自
身
も
被
災
す
る
中
で
、
多

く
の
災
害
対
応
業
務
を
行
う

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
必
要
な
人
的
支
援
を
把
握

し
、
応
援
職
員
を
速
や
か
に

受
け
入
れ
、
配
置
で
き
る
体

制
と
な
っ
て
い
る
か
。

町
長

　
町
職
員
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
に

な
っ
て
し
ま
う
と
何
も
で
き

な
く
な
る
。
残
っ
た
職
員
が

避
難
所
や
物
資
の
状
況
を
把

握
し
、
応
援
職
員
な
ど
に
指

示
で
き
る
体
制
が
重
要
。

　
限
ら
れ
た
職
員
の
中
で
、

幹
部
が
業
務
量
を
把
握
し
、

的
確
に
判
断
す
る
た
め
の
体

制
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

く
。

▽
質
問

　

避
難
者
数
や
物
資
の
不

足
・
要
配
慮
者
へ
の
支
援
・

道
路
や
施
設
の
被
害
状
況
な

ど
の
情
報
を
、
災
害
時
に
ど

の
よ
う
に
集
約
・
共
有
す
る

の
か
。

　
ま
た
、
災
害
対
応
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
の
活
用
は
。

総
務
課
長

　
災
害
対
策
本
部
で
情
報
を

集
約
・
整
理
し
「
長
野
県
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
」
や
国
の

物
資
シ
ス
テ
ム「
Ｂ
―
Ｐ
Ｌ
o
」

を
活
用
す
る
。

　
災
害
時
に
円
滑
に
Ｄ
Ｘ
の

活
用
が
き
る
よ
う
、
平
時
か

ら
操
作
方
法
や
情
報
入
力
手

順
の
訓
練
、
確
認
を
行
っ
て

い
る
。

▽
質
問　

　
応
援
要
請
か
ら
応
援
職
員

の
受
付
・
配
置
・
業
務
指
示
・

物
資
の
受
け
入
れ
な
ど
、
一

連
の
流
れ
を
想
定
し
た
受
援

訓
練
は
実
施
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
熊
本
県
へ
派
遣
し

た
町
職
員
の
経
験
や
課
題
を

全
庁
的
な
受
援
訓
練
に
つ
な

げ
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　
一
連
の
流
れ
を
検
証
す
る

訓
練
は
実
施
で
き
て
い
な
い

が
、
受
援
体
制
に
係
る
訓
練

に
つ
い
て
、
実
施
方
法
も
含

め
研
究
す
る
。

　
熊
本
県
へ
派
遣
し
た
職
員

の
経
験
や
課
題
を
全
職
員
で

共
有
し
、
全
庁
的
な
訓
練
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

派遣職員の経験を受援訓練へ

いざという時に備えを生かす防災訓練
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一
般
質
問

一
般
質
問

聴力検査の改善は
耳鼻咽喉科の受診を促している健康福祉課長

原
はら

　敏
としあき

明

　
補
聴
器
を
う
ま
く
使
え
て

い
な
い
方
を
よ
く
見
か
け
る

様
に
な
り
、
再
度
加
齢
性
難

聴
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

▽
質
問

　
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部

学
会
が
勧
め
て
い
る
、
80
歳

に
な
っ
て
も
30
デ
シ
ベ
ル
の

聴
力
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

指
す
「
８
０
３
０
運
動
」
に

取
り
組
む
こ
と
を
以
前
に
も

提
案
し
た
が
、
聴
力
検
査
や

補
聴
器
の
早
期
装
着
に
ど
う

取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

健
康
福
祉
課
長

　
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
で
生

活
に
影
響
が
あ
る
課
題
は
、

多
岐
に
わ
る
。「
８
０
３
０

運
動
」
と
い
う
も
の
に
特
化

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢

者
の
健
康
課
題
と
さ
れ
る
フ

レ
イ
ル
（
心
身
の
活
力
が
低

下
し
た
状
態
）
予
防
の
一
環

と
捉
え
、
総
合
的
に
意
識
で

き
る
よ
う
に
各
種
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

▽
質
問

　
「
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
は
、
聴
力
検
査
を
受
け
る

機
会
が
少
な
い
」
と
言
う
。

耳
鼻
科
の
あ
る
厚
生
病
院
で

の
健
診
に
な
っ
て
、
ど
ん
な

改
善
を
検
討
し
た
の
か
。

健
康
福
祉
課
長

　
下
伊
那
厚
生
病
院
か
ら
、

集
団
と
し
て
の
健
診
で
は
な

く
、
個
別
の
状
態
に
応
じ
た

受
診
を
勧
め
て
い
く
の
が
適

切
と
の
見
解
を
受
け
、
健
診

項
目
と
し
て
い
な
い
が
、
問

診
時
な
ど
に
「
聞
こ
え
に
不

安
」
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
際

に
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
受
診

を
促
し
て
い
る
。

▽
質
問

　
東
京
都
葛
飾
区
は
高
齢
者

の
加
齢
性
難
聴
を
早
期
に
発

見
し
、
治
療
や
補
聴
器
の
使

用
な
ど
の
対
応
に
よ
り
、
認

知
症
や
フ
レ
イ
ル
の
予
防
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
健

康
診
査
を
65
～
74
歳
で
実
施

し
て
い
る
。
町
は
、
こ
れ
を

参
考
に
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長

　
葛
飾
区
の
耳
の
健
康
診
査

は
、
先
進
的
な
事
例
だ
と
考

え
る
。

　
町
と
し
て
は
、
自
覚
症
状

が
あ
る
方
は
、
健
診
で
は
な

く
医
療
機
関
へ
受
診
を
促

す
。

▽
質
問

　
補
聴
器
の
初
期
装
用
に
は

音
を
「
う
る
さ
い
」
と
感
じ

て
装
用
を
中
断
す
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
継
続
的
な
装

用
の
重
要
性
を
伝
え
る
指
導

や
「
聴
力
検
査
」
か
ら
「
聴

覚
リ
ハ
ビ
リ
」
ま
で
の
流
れ

を
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
が
。

健
康
福
祉
課
長

　
補
聴
器
の
使
用
継
続
に
は

適
切
な
指
導
と
継
続
的
な
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
。

　
耳
の
健
康
へ
の
関
心
を
高

め
る
啓
発
を
行
い
、
聴
力
に

変
化
を
感
じ
た
際
に
は
、
早

い
段
階
で
の
耳
鼻
咽
喉
科
受

診
を
勧
め
、
専
門
的
な
一
連

の
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
に
努
め
る
。

▽
質
問

　
プ
ロ
セ
ス
を
つ
た
え
る
場

と
し
て
補
聴
器
購
入
費
用
の

助
成
制
度
を
作
っ
て
は
。

町
長

　
こ
の
補
助
制
度
で
は
、
む

し
ろ
「
補
聴
器
は
値
段
が
高

い
の
で
」
と
言
え
ば
い
ろ
い

ろ
考
え
が
及
ぶ
が
、
そ
う
で

な
い
と
、
町
と
し
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
は
な
い
。

千葉県市川市のチラシから

　▼６月定例会〜補正予算

№.168に寄せられたモニターの声

　▼表紙
子どもたちの表情がとても
良く、よい写真です。

モニターの皆さんからいただいたご意見の一部を紹介します。

全項目は町
ホームページに
掲載しています

道路工事の場所がわかる様に写真に矢印や 
目印になる場所が書いてあって良かったです。

　▼一般質問
「杉の木 2.4本、卵Ｓサイズ１個など、ＣＯ２やゴミの量をイメージしやすい
表現で」という提案は分かりやすい提案でなるほどと思いました。
政治塾についてからめて、ご自身の政治に関心を持ったきっかけなど書かれ
ていて、他の内容と違っていて良いと思いました。

　▼委員会報告・モニターの声 
中学生の生徒さんの反応が文字でわかりやすく書かれていて、その場の様子が想像できてとても良いと思いました。

　▼追跡・表紙の解説
過去の答弁で具体的に答えられていなかったものにスポットを当てるのはいいと思う。

　▼その他
家に議会だよりが届き、モニターである私は読みますが、家族がなかなか手にとらないので、何がきっかけで
読むのだろうと考えています。字の多さかな。それがわかれば活用の幅が広がると思いますが…。

質問
「森を守るＣ．Ｗニコルの願い」の講演会で、リニアを見据えた「伊那
谷癒しの森構想」の提案があった。町でも取り組みを始めたらどうか。
� 【令和７年３月定例会】

答弁
長野県で森林セラピー基地に認定されているのは、10市町村あ
る。それぞれ森林セラピーの基地で、医師と連携したフィットネ
スやリラクゼーションなど独自のプログラムが用意されている。
他の市町村の取り組みなども参考にする。周辺の森林環境整備に
ついても、検討していきたい。� 【町長】

令和７年３月議会での提案を受け、町はリニア開業を見据え
た森林活用について模索を始めています。
現在はまだ研究・検討の段階ですが、高森町が誇る豊かな森
林には、訪れる人々の心と体を癒す大きな可能性があります。
町民の皆さんが森林に親しみ、自然の恵みを身近に感じてい
ただけるよう、森林のもたらす癒し効果を活かした取り組み
を研究してまいります。

あれは今どうなってるの？
１年ほど前の一般質問で取り上げられた事柄の中で『検討したい』との答弁だったものを取り上げ、

その後の町の対応や、現在の状況を報告します。

（
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（和地 記）

その後



議会というものを身近に感じられ
る大変よい機会でした。

身 近 な 話 題 に ふ れ て い て、 
質問者の思いが伝わってきま
した。

定例会での一般質問で議員からは
あまり出されない、町民目線での
質問がとても良かったです。

これからもぜひ、一年に1回は
行ってほしいと思います。

2021

みみ ん な の 模 擬 議 会ん な の 模 擬 議 会
〜 一般質問を体験しました！ 〜

模擬議会に参加した模擬議会に参加した６６名の皆さん名の皆さん

参加者の参加者の感感想（アンケートより）想（アンケートより）

町民が主役！私たちの声でまちをつくる

7月26日(日)町民の皆さんが議員となり、日頃の思いや課題を町に問いかける「みんなの模擬議会」を開催
しました。
町・担当課長からの答弁を受け、町の未来について町民の皆さんと議員が共に考える貴重な機会となりました。
その一部をご紹介します。

片か
た
ぎ
り桐 

琴こ
と

美み

さ
ん

（
下
市
田
）

子育て支援 貸自転車の導入 大規模事業の住民投票／
免許返納者支援

西に
し
む
ら村 

　
緑み

ど
り

さ
ん

（
下
市
田
）

酒さ
か

井い 

健け
ん
い
ち一

さ
ん

（
牛　
牧
）

子育て家庭において自ら相談する
ことが難しい家庭や支援が必要な
家庭を早期に把握し適切な支援へ
つなげるための体制と取り組み
は？

鉄道や町公共バスなどから下車し
て、目的地までの移動手段として、
シェアサイクル・レンタサイクル
導入の考えは？

大規模事業を行う際に住民投票を
行っては？

健康福祉課では困りごとが生じる
前の予防支援に取り組んでいる。
転入時の子育て支援についての視
点はなかったので前向きにとら
え、適切なサポートを築いていく。
【健康福祉課長】

Q Q Q

A 大変面白い提案。豊丘村や喬木村
の運営ノウハウを参考にしなが
ら、周辺自治体と連携しリニア開
業を見据え、目的の設定、経営す
る上での採算性などを検証しなが
ら、地域の実情に合わせた検討を
していく。【町長】

A 議会は少数派の意見を聞く、質疑、
修正案を提出することができる
が、住民投票の場合は賛成・反対
の単純化された結果に終わる。投
票率が低かった場合は正当性が疑
われる。最終的にその結果を受け
議会が決定する。これらを踏まえ
ると、町の事業の決定に住民投票
は適していないと考える。【町長】

A

政治について関心がなかったけれど、町長
の話の中で二元代表制について学びその大

切さを知るよい機会になりました。
議会はもっと地方政治について町民
にアピールしては？

サポート議員が親切丁寧な対応
をしてくださり、こちらからの

質問も詳しく教えていた
だきました。心強かった
です。

行政に直接質問できる機
会、とても貴重な体験でし

た。議会の役割が良
く分かりました。

質問を受ける行政側も本気
で答弁してくださり、 
充 実 し た 模 擬 議 会
だったと思います。

議会へ関心を持つ人は少ないので、自分か
らやってみようと思うにはハードル
があると感じます。直接の声掛けが
あると違うのかもしれません。

他の参加者の質問も参考にな
り、いろいろな視点があ
ることを知ることができ
ました。

議会としての議会としての振振り返りり返り

傍聴者の傍聴者の声声

来年度も来年度も開開催予定催予定

傍聴者

21名

土つ
ち

屋や 

千ち

え惠
さ
ん

（
上
市
田
）

不登校支援 消火栓ホースの管理／
山吹下河原地区の公害(光害)

公共交通／『信州たかもり温泉』
周辺の展望／中学校制服

佐さ

の野 

明あ
き
ふ
み文

さ
ん

（
山　
吹
）

樋ひ

口ぐ
ち

真ま

な
つ
さ
ん

（
牛　
牧
）

国の給食費支援は保護者の経済的
負担軽減を目的としている。不登
校などの理由で学校給食を利用で
きない家庭への支援について、町
はどのように考えているか。

ホースの耐用年数などの情報や
ホース更新の指標を伝え、町とし
て適切な更新を促す必要があると
考えるがいかがか。

男女兼用のネクタイの共通化や女
子生徒でもスラックスを選べる、
性別に関わらず選択できるブレ
ザータイプへの変更など、町民へ
のアンケートを実施しては？

Q Q Q

当町では不登校児などのご家庭へ
の給食費補助は行っていない。学
校給食法に則り、給食施設設備の
維持修繕費と人件費は町が負担、
食材費は保護者負担という考え。
法律上保護者が負担することに
なっている食材費に対して無償化
しているという整理をしている。
【教育委員会事務局長】

A 町は現在消火用ホースの更新年を
把握できていない。消火用ホース
の耐用年数、適切な保管方法、点
検、更新の目安など地区に改めて
情報提供を行い、必要な更新が適
切に進められるよう町は支援して
いく。【総務課長】

A 制服の在り方は生徒会を中心に当
事者である生徒たちが主体的に検
討していくことが大事。小学生も
交え、他者の多様な考えも聞くと
いう過程を大事にしたい。
【教育長】

A

より多くの町民の皆さんのより多くの町民の皆さんの
ご参加をお待ちしています！ご参加をお待ちしています！

■町政や議会に関心を持っていただくきっかけになった
と思います。

■多くの皆さんに参加していただき、改めて町民参加の
大切さを実感しました。

■一方で町内の方の傍聴者が少ない印象でした。もっと
積極的に広報をし、より多くの町民に興味関心を持っ
ていただく工夫をしていきます。

■いただいたご意見は、議会や行政と共有し、議会活動
に活かしていきます。

（木下 香 記）

町民の声が未来をつくる！
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　　議会のうごき議会のうごき

決
算
審
査
と
財
政
の
基
本

　

 

～
数
字
に
強
い
議
員
に
な
る
～�

木
下　

香
乃

議
員
自
主
研
修
事
業 

研
修
報
告

　
令
和
８
年
７
月
19
日
、
地

方
議
員
研
究
会
総
括
室
長
の

杉
本
康こ
う
す
け介
氏
に
よ
る
決
算
審

査
の
研
修
会
が
東
京
都
で
開

催
さ
れ
、「
決
算
審
査
で
見

る
べ
き
視
点
・
参
考
資
料
」

に
つ
い
て
議
員
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な

知
識
を
得
る
目
的
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

議
会
と
は
「
要
望
を
出

す
」
だ
け
の
機
関
で
は
な
く

「
住
民
の
意
思
を
実
現
す
る

か
ど
う
か
を
決
定
す
る
」
機

関
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
視
点

で
予
算
・
決
算
審
査
・
一
般

質
問
を
す
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　

地
方
自
治
体
の
財
政
は

「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」

に
従
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の

ル
ー
ル
は
①
自
治
体
運
営
は

予
算
内
で
し
か
使
え
ず
、
借

金
が
で
き
な
い
②
お
金
の
使

い
方
は
自
由
で
あ
り
、
議
会

が
決
め
て
い
る
③
財
政
健
全

化
や
指
標
は
数
値
で
あ
り
、

目
的
で
は
な
く
、
住
民
福
祉

増
進
の
た
め
に
使
わ
れ
る
も

の
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
決
算
審
査
を
行
う
た
め
に

ま
ず
は
「
予
算
編
成
の
基
本

方
針
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
町

が
現
在
の
財
政
状
況
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
を

確
認
し
ま
す
。
さ
ら
に
町
の

財
政
状
態
を
つ
か
む
た
め
に

「
決
算
カ
ー
ド
」「
類
似
団

体
比
較
カ
ー
ド
」「
財
政
状

況
資
料
集
」
を
確
認
し
、
数

値
の
変
化
理
由
や
本
町
特
有

の
課
題
を
と
ら
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
た
上
で
、
主
要
施
策
・
新

規
事
業
に
つ
い
て
①
誰
の
ど

の
状
態
を
ど
の
よ
う
に
変
え

る
事
業
な
の
か
②
成
果
を
い

つ
、
何
で
、
ど
の
よ
う
に
測

る
の
か
③
他
の
方
法
で
同
じ

成
果
を
得
ら
れ
な
い
の
か
、

を
質
問
し
て
い
き
ま
す
。

　
決
算
審
査
は
基
金
・
経
営

収
支
・
財
源
・
優
先
順
位
・

提
案
内
容
な
ど
、
ど
こ
に
制

約
が
あ
る
の
か
を
具
体
的
に

聞
き
返
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
指
摘
事
項
を
次
年

度
予
算
と
事
業
改
善
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
数
字
に
強
い
議
員
に
な

る
」
と
は
、
数
字
の
背
景
を

読
み
、
事
業
の
目
的
と
成
果

を
結
び
付
け
、
住
民
に
説
明

で
き
る
判
断
を
行
う
こ
と
で

す
。
町
の
限
ら
れ
た
財
産
が

住
民
福
祉
の
増
進
に
最
大
限

つ
な
が
る
よ
う
、
根
拠
あ
る

質
疑
と
継
続
的
な
検
証
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

契
約
・
入
札
勉
強
会

　
６
月
25
日
に
総
務
課
長
ほ
か
３
名
の
職

員
を
講
師
に
「
各
種
の
契
約
事
務
・
入
札

手
続
き
に
つ
い
て
」
の
勉
強
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
議
会
で
は
予
算
執
行
に
伴
う
「
契
約
や

入
札
に
関
す
る
事
案
」
を
度
々
審
議
し
、

そ
の
可
否
を
議
決
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
公
金
執
行
で
あ
る
の
で
規
律
維
持
の

た
め
に
一
定
の
規
制
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
と
し
て
は
そ
の
規
制
理
念
や
内
容
を

理
解
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
「
勉
強
会
」
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
。総
務
課
か
ら「
公
共
性
」「
経
済
性
」

「
適
正
履
行
」
の
確
保
と
い
う
３
原
則
に

基
い
た
説
明
を
受
け
、
質
問
も
し
な
が
ら

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

（木村 記）

長
野
県
町
村
議
長
会　
議
員
研
修
会

　

７
月
13
日
に
松
本
市
で
、
長
野
県
内
町
村
議
会
議
員
の
研
修
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
「
地
方
財
政
の
課
題
と
議
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
」「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
根
絶
に
向
け
て
」
の
２
つ
の
講
演
で
し
た
。

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
町
村
議
会
議
員
研
修
会
・
総
会

　

７
月
14
日
・
10
月
19
日
に
、
北
部
５
町
村
の
議
員
が
集
ま
り
研
修
会
・
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
の
研
修
内
容
は
「
新
高
森
消
防
署
と
㈱C

avLuck

（
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養

殖
）
の
視
察
」「
各
町
村
議
会
提
出
の
県
へ
の
要
望
書
（
案
）
審
査
」
で
し
た
。

　

10
月
の
総
会
に
お
い
て
要
望
書
の
審
査
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
研
修
と
し

て
中
村
健
氏
講
演
『
合
意
形
成
の「
質
」を
あ
げ
る
た
め
に
は
』
を
聴
き
ま
し
た
。

「過去の確認」
で終わらせず、
予算審査と一体の
政策評価へ。

 限られた財源を、
住民福祉の増進に

最大限つなげる

決算審査とは

● 町民に伝わる広報の工夫
　 （優しい言葉・写真・レイアウト）
● 他自治体の先進事例からの学び
● 地域の方への取材を重視し、
　 住民の皆さんにも登場していただいたり
　 議員の人柄がわかるコメント掲載など
　 声を「見える化」する。

報告の
全文はこちら全国町村議会議長会広報研修会

〜伝える力が、信頼をつくる〜

から報告します／議会改革推進特別委員会・議会だより編集特別委員会

研修で学んだこと研修で学んだこと

（和地・木村 記）

委 員 会

議会をより身近に感じてもらえる紙面づくりや外部
のアドバイザーによる編集や写真選定など、第三者
の視点を取り入れることで、より客観的で洗練され
た紙面になるという事例も紹介されました。

申し込み方法は
こちらから

ご覧いただけます

議会は町民の皆さんの声を直接伺い、安心・安全、そして活気あるまちづくりに活かしていきたいと考えて
います。自分の身の周りのことから町に関わることまで、子どもからお年寄りまで、皆さんの声を大事に聞
くことを基にしています。気軽に懇談してみませんか。

 ◆町民と議会との懇談会 
　※来年２月開催予定
　　詳細は広報などにより
　　後日お知らせします。

◆町内の団体やグループと	
議会との懇談会 
※アイディア、困りごとなど出し合って

話し合いましょう。

気楽に語り合いましょう 議会との懇談会

随時募集しています

議会だより編集特別委員議会だより編集特別委員

8月28日・29日、LINE 
CUBE SHIBUYA（渋谷公 
会堂）で開催された「全
国町村議会議長会広報研
修会」に参加しました。
全国の議会広報の取り組
みや、町民にわかりやす
く伝える工夫など、これ
からの議会広報に必要な
視点を学ぶことができま
した。
今後も、より多くの皆さ
んに読まれる広報を目指
していきます。

LINE CUBE SHIBUYALINE CUBE SHIBUYA
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９
月
定
例
会
で
は
、

議
員
間
討
議
を
行
い
、

議
員
同
士
で
考
え
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
決

算
審
査
の
様
子
を
「
見

え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、

「
議
会
が
書
き
や
す
い
」

よ
り
「
読
者
が
読
み
や

す
い
」
を
大
切
に
し
た

紙
面
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
特

別
委
員
会
で
は
、
広
報

研
修
に
参
加
。
学
び
を

生
か
し
、
誰
も
が
読
み

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
意

識
し
た
紙
面
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん

に
「
読
ん
で
み
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し

て
工
夫
を
重
ね
ま
す
。

�

（
久
保
田 

記
）

みんなの声
地域に暮らす

下市田   唐
か ら

木
き

 　渉
わたる

さん

高森へUターンして
思うこと

大島山   大
お お こ う ち

河内里
り

絵
え

さん

　
私
は
高
森
町
で
幼
少
期
か

ら
社
会
人
ま
で
過
ご
し
、
都

会
で
も
数
年
生
活
し
て
い
ま

し
た
。
U
タ
ー
ン
し
て
感
じ

た
こ
と
は
、
果
物
や
野
菜
の

安
さ
や
「
子
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
」
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接

続
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
の
進
路
や
将
来

を
考
え
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
そ
の
一
方
で
早
朝
か
ら
の

井
ざ
ら
い
、
里
道
作
り
な
ど

休
日
の
時
間
を
費
や
す
地
域

奉
仕
の
多
さ
に
は
困
惑
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
都
市
部
の
よ
う

に
行
政
が
管
理
す
べ
き
業
務

を
住
民
の
無
償
労
働
に
頼
る

の
は
我
々
の
大
き
な
負
担
で

す
。

　
人
口
減
少
を
嘆
く
の
で
あ

れ
ば
、
ま
ず
は
時
代
に
そ
ぐ

わ
な
い
古
い
慣
習
を
見
直
す

こ
と
が
先
決
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
外
部
か
ら
の
移

住
者
や
若
者
を
受
け
入
れ
る

た
め
に
も
、
住
民
の
負
担
軽

減
と
行
政
管
理
へ
の
移
行
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
小
中
高
と
町
で
の
学
校
生

活
を
終
え
、
後
は
自
分
探
し

の
よ
う
な
暮
ら
し
で
し
た
。

そ
の
間
に
、
竹
田
人
形
座
主

宰
の
竹
田
扇
之
助
師
匠
の
下

で
学
び
、
糸
操
り
人
形
の
真

髄
を
教
え
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
扇せ

ん
壽じ

ゅ
の
名
を
許
さ
れ

て
人
形
師
修
行
の
た
め
に
ブ

ル
ガ
リ
ア
に
渡
り
ま
し
た
。

５
年
間
の
留
学
生
活
を
送
る

中
で
海
外
の
仲
間
と
「
人
形

座
セ
ン
ジ
ュ
カ
ン
パ
ニ
ー
」

を
立
ち
上
げ
帰
国
し
ま
し

た
。
私
と
座
と
の
橋
渡
し
は

妻
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
住
み
慣
れ
た
高
森
の

地
で
、
人
形
師
と
し
て
暮
ら

す
生
活
の
糧
に
農
業
を
選
び

ま
し
た
。
農
業
大
学
校
で
２

年
間
学
び
、
桃
、
梨
の
栽
培

と
人
形
師
の
二
刀
流
の
暮
ら

し
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
伝
統
人
形
師
の
プ
ロ
と
し

て
、
農
業
人
と
し
て
、
広
い

視
野
を
保
つ
こ
と
を
忘
れ

ず
、
文
化
、
農
業
の
一
翼
を

担
い
、
こ
の
地
域
の
未
来
に

関
わ
る
力
と
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　　表 紙 の 解 説

責任者／木下啓爾

12月です。

あなたも議会を
傍聴してみませんか？
次回の定例会は

場所 役場 3階議場
詳しくは議会事務局へ
　　　　　☎35-9404

「みんなの模擬議会」は、前期の議会改
革推進特別委員会で、松川町や豊丘村
の「女性模擬議会」を参考に検討を始
め、長い議論を経てようやく開催でき
ました。参加者からは多くの感想が寄
せられ、掲載しきれないのが残念です。
準備など大変だったにもかかわらず「定
期的に開催してほしい」との声を多く
いただきました。来年は、ぜひあなた
の参加をお待ちしています。
� （久保田 記）

議　会
ホット情報便の

お知らせ
放送日：毎月第３
　土曜日〜１週間
  7：00	   9：00
13：00	 17：00
19：00

11月以降の担当者は
次の議員です。
11月　久保田　稔
12月　和地理佐子
 １月　佐々木宣之


